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仏跡シリーズ⑨ 〈ブダガヤー金剛宝座〉

　日本では12月8日が成道会とされているけれど、インドで

はヴァイシャーカ月（太陽暦4月～5月）の満月の日、ブダ

ガヤの金剛一座では、お釈迦様の成道をしのんで、仏教徒た

ちが敬慶な祈りをささげる。

　　　　　　　　　　　　　（カメラ・松本　栄一）
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開
き
、
七
日
か
ら
は
各

地
で
地
方
大
会
が
開
催
さ
れ
る
が
、
開
・
閉
会

式
な
ら
び
に
歓
迎
大
会
な
ど
式
典
部
門
の
大
綱

が
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

i
開
会
式
1

　
【
開
会
式
次
第
】

　
　
　
　
日
時
・
十
月
一
日
午
前
九
時
半

　
　
　
　
場
所
・
東
京
本
願
寺
築
地
別
院

◎
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、
仏
教
讃
歌
合
唱
の

中
を
入
場
す
る
。

1

　昭和53年5月1日

6　　　5　　　4　3　2

大
会
内
外
来
賓
入
場

大
会
総
裁
入
場

代
表
旗
入
場
（
比
丘
先
頭
）

仏
教
徒
物
故
者
追
悼
法
要
（
築
地
本
願
寺

声
明
会
）

三
帰
三
文
（
大
会
副
会
長
）

T
I
S
A
R
A
N
A
（
南
方
比
丘
）

開
会
宣
言
（
W
F
B
会
長
）

1110　9　8　7◎◎1312
十
月
一
日
に
開
会
式
（
築
地
本
願
寺
）

式
辞
（
大
会
総
裁
）

歓
迎
の
辞
（
大
会
々
長
）

挨
拶
（
W
F
B
会
長
）

祝
辞
各
セ
ン
タ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
（
国
王
、

各
国
元
首
よ
り
の
も
の
に
限
定
）

各
国
土
産
物
贈
呈

閉
会
の
辟

日
程
説
明
（
J
T
B
、
I
S
S
）

記
念
写
真

i
歓
迎
大
会
1

　
【
歓
迎
大
会
式
次
第
】

　
　
　
日
時
・
十
月
三
日
午
後
四
時

　
　
　
　
場
所
・
東
京
　
国
立
劇
場

◎
ス
テ
ー
ジ
に
W
F
B
会
長
、
副
会
長
、
代
表

団
、
比
丘
団
、
本
部
役
員
等
を
あ
げ
る
。

1
　
開
会
の
ζ
と
ば
（
司
会
・
井
上
日
宏
師
）

2
　
三
帰
気
早
、
挨
拶
（
大
会
々
長
）

3
　
歓
迎
の
こ
と
ば
（
実
行
委
員
長
）

記
念
出
版
の
細
目
も
き
ま
る

英
文
で
二
百
頁
、
九
月
に
刊
行

　
W
F
B
日
本
大
会
の
記
念
事
業
と
し
て
、
英

文
の
記
念
出
版
が
企
画
さ
れ
、
編
集
会
議
を
重

ね
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
そ
の
細

目
が
決
定
さ
れ
、
す
で
に
諸
先
生
に
よ
っ
て
原

稿
執
筆
中
で
あ
る
。

　
記
念
出
版
は
日
本
仏
教
の
紹
介
を
主
に
、
英

文
二
百
頁
程
度
、
九
月
初
旬
刊
行
の
予
定
で
準

備
さ
れ
て
い
る
。
概
要
は
次
の
と
う
り
。

一
、
歴
史
と
思
想
篇

　
イ
、
歴
史
（
伝
来
、
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
～

穂
川
、
明
治
～
現
代
）

　
ロ
、
思
想
（
上
座
と
大
乗
、
日
本
仏
教
の
特

徴
、
諸
宗
派
の
特
徴
）

二
、
生
活
と
文
化
篇

　
イ
、
生
活
（
日
本
仏
教
徒
の
習
慣
、
年
中
行

事
、
現
代
の
諸
問
題
・
新
興
宗
教
）

4
　
役
員
、
代
表
団
紹
介
（
檀
上
）

5
　
花
束
贈
呈
（
W
F
B
会
長
へ
）

6
　
お
礼
の
こ
と
ば
（
W
F
B
会
長
）

7
　
閉
会
の
こ
と
ば
（
大
会
事
務
総
局
長
）

◎
観
劇
の
説
明

一
閉
会
式
1

　
【
閉
会
式
次
第
】

　
　
　
日
時
・
十
月
六
日
午
後
四
時
半

　
　
　
場
所
・
京
都
　
国
際
会
議
場

1
　
開
会
宣
言
（
司
会
・
吉
田
満
堂
師
）

2
　
三
帰
依
文
（
導
師
・
山
田
無
文
狸
豆
）

3
　
挨
拶
（
大
会
々
長
、
議
長
団
代
表
）

4
　
大
会
宣
言
決
議
文
（
起
草
委
員
長
）

5
　
土
産
品
贈
呈

6
　
謝
辞
（
外
国
代
表
）

7
　
大
会
旗
降
納

8
　
閉
会
の
辞
（
大
会
事
務
総
局
長
）

9
　
代
表
団
退
場

　
ロ
、
文
化
（
美
術
、
文
学
、
道
）

三
、
資
料
篇

　
○
日
本
仏
教
史
略
年
表

　
○
日
本
仏
教
宗
派
別
一
覧

　
○
日
本
仏
教
関
係
文
献
目
録

　
○
仏
教
関
係
教
育
福
祉
施
設
一
覧

　
○
日
本
仏
教
地
図

　
○
代
表
寺
院
案
内

　
こ
れ
ら
の
中
で
、
前
文
の
挨
拶
文
は
大
谷
光

真
会
長
に
む
依
頼
す
る
。
二
の
イ
の
現
代
の
諸

問
題
・
新
興
宗
教
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
座
談

会
を
開
き
収
録
す
る
。
原
稿
執
筆
は
花
山
、
坂

本
、
田
村
、
村
野
、
市
村
、
小
笠
原
、
松
涛
、

島
、
村
石
、
佐
伯
、
奈
良
先
生
に
依
頼
す
る
。
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冨

日
麟
口

基
調
演
説
の
講
師
な
ど

会
議
委
員
会
で
話
し
合
い

　
会
議
委
員
会
（
金
岡
委
員
長
）
は
四
月
三
日

午
前
十
時
半
よ
り
全
土
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
話
し
合
わ
れ
た
。

　
一
、
基
調
講
演
・
分
科
会
に
つ
い
て

　
①
基
調
講
演
は
メ
ー
ン
テ
ー
マ
「
仏
教
徒
が

思
考
す
る
未
来
社
盆
立
」
に
基
づ
い
て
講
演
を

依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
②
分
科
会
の
問
題
提
起
者
に
つ
い
て
は
第
一

～
第
三
分
科
会
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
を
選
定
し
依

頼
す
る
。
早
速
受
諾
方
依
頼
し
、
合
せ
て
講
演

レ
ジ
メ
を
提
出
願
う
。

　
③
分
科
会
開
催
趣
意
を
日
本
仏
教
文
化
会
議

終
了
後
作
成
し
、
趣
意
書
と
レ
ジ
メ
を
各
セ
ン

タ
ー
等
に
配
布
す
る
。

　
④
一
分
科
会
参
加
予
定
と
し
て
、
海
外
代
表

三
十
名
位
、
二
仏
加
盟
団
体
三
十
名
位
、
実
行

委
員
三
十
名
位
、
招
待
学
者
五
～
十
名
匠
で
会

場
設
営
（
同
時
通
訳
）
を
す
る
。

　
⑤
各
分
科
会
の
司
会
進
行
に
つ
い
て
選
考
し

依
頼
す
る
。

　
⑥
出
席
招
待
学
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　
二
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
①
テ
ー
マ
は
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

　
②
司
会
、
パ
ネ
ラ
ー
を
選
考
し
依
頼
す
る
。

　
三
、
事
前
研
究
会
開
催
に
つ
い
て

　
分
科
会
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
第
十
一
回
日

本
仏
教
文
化
会
議
（
全
日
仏
・
I
B
E
C
）
を

事
前
研
究
会
と
し
て
開
催
し
て
も
ら
う
。
期
日

会
場
は
六
月
二
十
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

と
し
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
諸
先
生
に
出
席
を

お
願
い
す
る
。

　
四
、
京
都
に
お
け
る
閉
会
式
に
お
い
て
金
岡

委
員
長
が
分
科
会
報
告
を
行
う
。

ポ
ス
タ
ー
図
柄
き
ま
る

一
広
報
委
員
会
i

　
広
報
委
員
会
（
村
野
委
員
長
）
は
四
月
三
日

午
後
二
時
よ
り
、
全
仏
会
議
室
に
お
い
て
第
三

回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
、
懸
案
で
あ
っ
た
ポ

ス
タ
ー
の
図
柄
等
が
決
定
し
た
。

　
ま
ず
広
報
活
動
計
画
と
し
て
、
す
で
に
業
界

両
紙
に
全
面
広
告
を
掲
載
し
、
年
賀
状
を
全
国

寺
院
に
発
送
し
大
会
の
開
催
を
知
ら
せ
た
の
に

つ
づ
き
、
さ
ら
に
大
会
の
盛
り
上
げ
と
周
知
徹

底
の
た
め
、
主
た
る
寺
院
へ
向
け
て
の
ポ
ス
タ

ー
作
成
と
、
仏
教
タ
イ
ム
ス
紙
を
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
使
用
す
る
企
画
を
説
明
。
こ
の
計
画
に
つ

い
て
図
柄
を
同
一
に
す
る
こ
と
で
承
認
。
な
お

ポ
ス
タ
ー
は
、
ま
ず
八
千
枚
を
印
刷
し
、
主
た

る
寺
院
、
各
県
仏
、
地
方
大
会
開
催
地
な
ど
に

発
送
さ
れ
る
。
仏
タ
イ
企
画
は
、
上
質
紙
を
用

い
て
全
国
七
万
力
寺
へ
発
送
し
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
掲
示
を
お
願
い
す
る
。

　
次
に
懸
案
と
な
っ
て
い
た
ポ
ス
タ
ー
図
柄
に

つ
い
て
は
、
色
彩
等
一
部
修
正
を
加
え
、
大
会

名
に
英
文
を
繰
入
れ
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
著
作
権
と
転
載
に

つ
い
て
は
全
店
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
文

書
で
確
認
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
会

の
席
上
で
業
者
と
確
約
し
た
。

　
決
定
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
図
柄
は
、
仏
教
界
と

し
て
は
斬
新
な
も
の
で
「
二
十
一
世
紀
に
お
く

る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
メ
ー
ン
テ
ー

マ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。

仏
薬
研
の
講
義
強
化

一
記
念
事
業
委
員
会
i

　
記
念
事
業
委
員
会
（
花
山
委
員
長
）
は
四
月

十
五
日
午
後
三
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ

委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、
次
の
嘉
項
に
つ
い
て
討

議
さ
れ
た
。

　
一
、
仏
教
英
語
研
究
会
に
つ
い
て
　
高
尾
山

で
の
春
合
宿
（
別
掲
）
を
報
告
の
あ
と
、
会
の

充
実
の
た
め
日
程
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
五
月

か
ら
は
小
グ
ル
ー
プ
制
を
と
り
、
四
回
中
二
回

忌
外
人
講
師
に
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
．
、
記
念
出
版
編
集
に
つ
い
て
別
掲
通
り

英
文
二
百
頁
で
九
月
初
旬
刊
行
予
定
で
、
原
稿

は
四
月
中
に
提
出
さ
れ
る
9

一
　
　
「
　
　
　
．

地
方
大
会
な
ど
討
議

i
式
典
委
員
会
一

　
式
典
委
員
会
は
各
チ
ー
ム
に
別
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
報
告
等
を

ふ
ま
え
て
四
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
委
員
会
を

開
催
し
た
。

　
一
、
新
美
委
員
長
遷
化
に
よ
り
、
仲
田
順
和

師
を
委
員
長
に
選
出
し
、
新
ら
し
く
副
委
員
長

に
坂
本
無
燈
、
吉
田
啓
堂
の
両
師
を
選
出
。

　
一
、
別
掲
通
り
、
各
チ
ー
ム
の
協
議
報
告
を

も
と
に
開
・
閉
会
式
等
の
次
第
を
決
定
し
た
。

　
一
、
地
方
大
会
に
つ
い
て
は
、
七
日
の
妙
心

寺
大
会
の
あ
と
鳴
門
市
、
長
岡
市
、
川
越
市
、

比
叡
山
な
ど
の
開
催
が
決
定
し
た
と
の
報
告
が

あ
り
、
そ
の
他
数
ケ
所
は
交
渉
申
で
あ
る
。

続
々
参
加
申
し
込
み

　
　
　
　
　
　
各
国
四
十
二
地
域
セ
ン
タ
ー

　
W
F
B
日
本
大
会
に
寄
せ
る
各
国
地
域
セ
ン

タ
ー
の
期
待
は
非
常
に
高
く
、
参
加
申
し
込
み

が
続
々
よ
せ
ら
れ
、
過
去
十
一
回
の
大
会
に
な

い
最
大
の
参
加
数
と
い
わ
れ
る
。

　
現
在
ま
で
渉
外
部
で
ま
と
め
た
数
。

　
◎
参
加
由
込
セ
ン
タ
ー
　
四
十
ニ
セ
ン
タ
ー

　
◎
セ
ン
タ
ー
正
式
代
表
八
十
名

　
◎
〃
　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
　
八
十
八
名

　
◎
非
公
式
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
百
九
十
名

　
こ
の
他
に
予
定
中
と
の
回
答
も
あ
る
。
ま
た

こ
の
数
の
中
に
は
為
替
管
理
の
た
め
渡
航
困
難

な
セ
ン
タ
ー
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国

に
対
し
て
は
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
特
別
委
員
会
を
設
置
U
対
策
を
考
え
る
。
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全
国
の
仏
青
を
結
集
し
て

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
の
下
部
組
織
と
し
て
組
繊

化
さ
れ
て
き
て
い
る
世
界
仏
教
青
年
会
（
W
F

B
Y
）
が
、
今
秋
の
W
F
B
日
本
大
会
の
開
催

を
期
し
て
、
東
京
に
て
大
会
を
開
き
た
い
と
の

要
望
が
な
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
大
会
事
務
局

に
お
い
て
は
、
全
仏
の
加
盟
団
体
で
あ
る
全
日

本
仏
教
青
年
会
に
、
そ
の
開
催
方
の
意
向
を
打

診
し
て
き
た
が
、
同
県
が
W
F
B
Y
に
も
加
盟

し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
昨
秋
以
来
、
受
け

入
れ
の
こ
と
が
決
定
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
が

本
年
に
入
り
一
月
二
十
三
日
に
同
会
理
事
会
を

開
催
、
W
F
B
Y
へ
の
加
盟
、
大
会
受
け
入

れ
、
実
行
委
員
会
の
設
置
等
を
決
め
、
二
月
十

六
日
バ
ン
コ
ッ
ク
に
て
開
か
れ
た
W
F
B
執
行

委
員
会
に
申
し
入
れ
、
態
度
決
意
を
し
た
。

　
W
F
B
Y
大
会
実
行
委
員
に
つ
い
て
は
、
全

日
仏
青
加
盟
団
体
よ
り
当
初
人
選
を
す
る
が
、

全
仏
加
盟
の
各
宗
派
・
県
仏
・
諸
団
体
の
仏
青

ま
た
大
学
仏
青
等
の
強
力
な
む
協
力
を
え
て
、

W
F
B
Y
日
本
大
会
実
行
委
員
会
を
構
成
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
活
発
な
展
開
が
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
第
一
回
実
行
委
員
会
は
、
去
る
二
月
二
十
日

東
京
・
芝
の
増
上
寺
会
館
に
て
開
か
れ
、
実
行

委
員
役
員
等
の
人
選
を
行
な
い
左
記
の
よ
う
に

内
定
し
た
。

　
委
員
長
　
　
杉
谷
義
純
（
天
台
仏
青
）

　
副
委
員
長
　
永
倉
嘉
文
（
神
奈
川
仏
青
）

事
務
局
長
　
川
島
宏
之
（
高
野
山
仏
青
）

事
務
局
次
長
摩
尼
和
夫
（
神
奈
川
零
墨
）

W
F
B
事
務
局
の
動
き

　
　
　
　
「
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
ま
で
、
あ
と
百

五
十
三
日
（
五
月
一
日
よ
り
）
と
な
り
、
W
F

B
事
務
局
も
ス
タ
ッ
フ
を
強
化
し
エ
ン
ジ
ン
全

開
。
来
局
者
も
日
毎
に
多
く
な
り
、
電
話
だ
け

で
も
た
い
へ
ん
な
数
。
ま
た
事
務
局
員
も
南
へ

北
へ
の
忙
し
さ
で
、
早
く
も
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

だ
と
の
声
も
あ
る
が
一
同
元
気
で
頑
張
っ
て
ま

す
。　
☆
先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
麻
布

照
海
事
務
総
局
長
は
腎
臓
炎
の
た
め
入
院
中
で

す
が
、
経
過
は
き
わ
め
て
良
好
で
す
。

　
☆
新
任
の
渉
外
部
長
と
し
て
ハ
ッ
ス
ル
し
て

い
る
一
思
部
長
は
我
孫
子
（
千
葉
県
）
の
先
か

ら
、
ま
た
記
念
事
業
の
山
田
部
長
は
八
王
子
、

鎌
田
企
画
部
長
は
和
光
市
（
埼
玉
県
）
と
、
と

に
か
く
遠
く
か
ら
来
て
頑
張
っ
て
ま
す
。

　
☆
寒
風
の
中
あ
り
、
温
暖
の
地
あ
り
と
南
へ

北
へ
と
飛
び
か
う
の
は
中
村
式
典
部
長
と
市
橋

勧
募
部
長
。
徳
島
か
と
思
え
ば
次
は
岩
手
、
福

井
の
次
は
北
海
道
、
群
馬
、
静
岡
と
大
忙
し
。

自
坊
そ
っ
ち
の
け
で
奮
闘
中
。
中
村
部
長
い
わ

く
「
長
グ
ツ
を
二
回
も
買
っ
た
よ
」
　
（
雪
に
み

ま
わ
れ
て
）
益
苦
労
さ
ま
で
す
。

　
☆
外
国
か
ら
の
手
紙
が
増
え
て
き
て
整
理
す

る
庶
務
の
高
木
さ
ん
も
大
変
。
こ
の
と
こ
ろ
英

陥『

m
・
≡
騨
二
．
・
「
＝
ニ
＝
．
．
ご
ニ
＝
ニ
㌧
．
一
■
二
＝
二
：
「
二
二
二
句
．
一
二
≡
一
＝
．
・
・
鴨
＝
ニ
＝
．
の
＝
＝
ニ
＝
．
一
：
＝
一
二
一
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世
界
仏
教
徒
連
盟

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
は
一
九
五

〇
年
六
月
六
日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ

ン
ボ
で
、
当
時
の
セ
イ
ロ
ン
大
学
教
授
マ
ラ

ラ
セ
ー
ケ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
集
ま
っ
た

世
界
二
十
七
地
域
の
代
表
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。
日
本
か
ら
は
高
階
龍
仙
、
中
山
理
々
、

佐
瀬
淳
光
の
土
師
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
こ

れ
は
大
乗
・
上
座
・
金
剛
等
の
世
界
の
仏
教

　
．
．
一
」
…
鯛
．
．
：
…
ニ
：
．
・
二
三
一
．
一
．
」
一
三
「
：
一
・
『
ニ
二
一
．
ρ
．
9
≡
＝
．
ρ
一
．
二
一
二
一
．
．
．
“

徒
が
部
派
の
違
い
を
越
え
て
一
堂
に
会
し
た

史
上
始
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
後
W
F

B
は
二
年
に
一
度
の
世
界
大
会
を
開
い
て
来

た
の
を
は
じ
め
、
各
種
の
活
動
を
通
じ
て
、

世
界
の
仏
教
徒
の
友
好
の
増
進
と
仏
道
の
普

及
に
勤
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓶

　
現
在
六
十
六
の
セ
ン
タ
ー
（
加
盟
団
体
）

が
世
界
各
地
に
あ
る
が
日
本
か
ら
は
全
日
本

仏
教
会
が
日
本
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
昭
和
二
十
七
年
に
第
二
回
大
会
を

日
本
で
開
催
し
、
こ
の
大
会
を
契
機
と
し
て

日
本
セ
ン
タ
ー
が
発
足
、
二
十
九
年
に
全
日

本
仏
教
会
が
創
設
さ
れ
た
。

「
と
Σ
＝
白
目
留
ノ
」
＝
学
監
『
！
二
塁
旨
噛
．
f
＝
旨
旨
一
3
＝
一
二
＝
鴨
二
一
『
隔
≡
留
3
＝
＝
＝
口
三
白
3
≡
哺
露
3
職
譜
一
≡
1
3
馬
一
＝
≡
1
4
ξ
謬
≡
鵯
．
診
」
一
≡
一
3
「
」
一
■
＝
層
．
8
自
国
≡
弓
ノ
』
≡
冨
ー
ノ
二
一
≡
■
1
3
㍉

語
に
強
く
な
っ
て
き
て
？
各
部
ヘ
ス
ム
ー
ス
に

配
達
。

W
F
B
事
務
局
人
事

総
局
長

話
務
局
長

勧
財
局
長

渉
外
局
長
、

運
営
局
長

庶
務
部
長

企
画
部
長

記
念
事
業
部
長

嘆
募
部
長

経
理
部
長

広
報
部
長

渉
外
部
長

会
議
部
長

式
典
部
長

接
待
部
長

浜中服一花　市隠鎌島来竜安加麻

谷村酒島木〃橋田田田馬山藤藤布

淳昌光正義　俊一良弘規哲義海照
宣之順男光　昭真昭道雄i成都晃海

財
的
参
加
不
可
能
国
に

特
別
委
員
会
を
設
置

　
W
F
B
日
本
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

当
初
よ
り
懸
念
し
て
い
た
代
表
者
の
金
銭
的
な

困
難
さ
に
よ
る
参
加
不
可
能
が
、
最
近
に
な
っ

て
よ
り
具
体
的
な
問
題
と
し
て
上
っ
て
き
た
。

　
こ
の
点
に
つ
き
、
事
務
局
と
し
て
は
こ
れ
に

対
す
る
救
援
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し

三
月
九
日
、
四
月
四
日
の
二
回
協
議
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
最
大
限
一
セ
ン
タ
ー
二
名
と
し

て
援
助
方
策
を
考
え
、
全
仏
よ
り
W
F
B
大
会

な
ど
へ
派
遣
さ
れ
た
人
々
を
原
則
と
し
て
、
救

4

7“r　　＿・昌　闇　写』3♂’
彫　－，　　－．9監　｛

F凹”鮮｝一
一」乍　　■一㌦啄

．
¶
、



昭和53年5月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

援
を
呼
び
か
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
を
急
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
財
的
理
由
に
よ
る
不
可
能
な
セ
ン
タ
ー
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
…
…
な
ど
。

第
二
回
仏
英
研
の
合
宿

三
泊
四
日
高
尾
山
で

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
大
会
記
念
事
業
の
仏
教

英
語
学
生
養
成
）
の
第
二
回
合
宿
が
．
三
月
二

十
七
日
よ
り
三
十
日
ま
で
の
三
泊
四
日
、
東
京

八
王
子
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
大
本
山
・
高
尾

山
薬
王
院
（
山
本
秀
順
貫
主
）
で
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
六
月
よ
り
今
秋
十
月
の
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
の
た
め
に
、
記
念
事
業
と

し
て
仏
教
英
語
の
堪
能
な
青
年
を
養
成
す
る
た

め
に
毎
月
四
回
研
究
会
を
重
ね
、
昨
夏
は
第
一

回
の
合
宿
を
身
延
山
久
遠
寺
で
開
催
し
、
そ
の

後
も
新
宿
・
常
円
寺
を
会
場
に
月
四
回
の
研
修

を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　
参
加
学
生
は
二
十
名
、
講
師
陣
に
は
こ
の
道

で
は
ベ
テ
ラ
ン
の
花
山
勝
友
、
松
涛
弘
道
、
佐

伯
真
光
、
小
笠
原
隆
元
の
各
藩
　
ア
メ
リ
カ
よ

り
二
十
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た
市
村
承
乗
・
ジ
ュ

ー
ヌ
夫
妻
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
仏
教
研
究
の
た
め

来
日
し
一
下
部
長
宅
に
寄
住
す
る
ジ
ョ
ン
氏
等

と
多
彩
。
特
に
講
師
と
一
緒
に
泊
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
対
話
は
最
も
好
評

で
あ
り
、
成
果
も
一
段
と
あ
が
っ
て
き
て
い

る
。

W
F
B
日
本
大
会
へ
寄
金

【
東
京
都
仏
教
連
合
会
扱
】

百
万
円

五
拾
万
円

　
〃
参
拾
万
円

　
〃
　
〃
弐
拾
万
円

　
〃

〃

参
拾
万
円

　
〃
　
〃
弐
拾
万
円

拾
万
円

田
無
世
田
谷

杉
並
駒
込
馬
込馨愛宕渋谷

巣
鴨

平〃目調谷
井　黒布中

道
場
寺

常
徳
院

観
泉
寺

吉
祥
寺

万
福
寺

総
泉
寺

大
村
仁
道

武
田
治
恵

田
中
敏
哉

岩
本
昭
典

安
本
太
準

須
田
懐
経

青
松
寺
　
喜
美
候
部
継
宗

　
長
泉
寺
　
　
柴
田
秀
晃

　
白
泉
寺
　
　
来
馬
道
英

天
王
寺

深
大
寺

滝
泉
寺

円
融
寺

最
勝
寺

大
久
保
良
順

　
谷
豊
里

　
吉
田
道
稔

　
阿
純
孝

　
山
田
俊
秀

〃〃〃

　
〃
七
万
円

　
〃
五
万
円

　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

亀
戸
下
谷
上
野
三
鷹
押
上
浅
草
向
島
墨
田
押
上
墨
田
立
石
葛
飾
四
ツ
木

〃平
井
亀
戸

竜
眼
寺

嶺
照
院

津
架
院

大
盛
寺

円
通
寺

東
光
院

長
命
寺

東
漸
寺

正
観
寺

木
母
寺

南
蔵
院

延
命
寺

浄
光
寺

西
光
寺

成
就
寺

光
明
寺

池
月
孝
文

羽
場
慈
温

長
沢
徳
純

林
行
雄

滝
教
正

蜷
川
静
康

小
林
昭
延

寺
田
雄
貞

昼
間
玄
道

真
泉
光
隆

日
吉
歓
順

宮
崎
義
順

伊
藤
孝
延

京
戸
慈
孝

板
倉
慈
正

青
木
孝
彰

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
〃
参
万
円

　
〃〃〃〃

五
拾
万
円

拾
五
万
円

拾
万
円

　
〃
　
〃
五
万
円

弐
拾
万
円

巣
鴨

〃世
田
谷

　
〃〃

　
〃
大
井
目
黒
大
崎
調
布

〃久
留
米

小
平
昭
島
高
円
寺

品
川
谷
中
新
宿
昭
島
府
申
稲
城

常安普安了常真観泉大昌常観寿養永教久知善正
楽養明禅院行盛音蔵円翁楽音福玉安学成行養法
寺寺寺寺寺寺寺寺院寺寺院寺寺院寺院院院寺院

　
田
島
章
江

　
館
克
亮

　
坂
本
観
雄

利
根
川
勝
海

　
林
静
寛

　
金
子
秀
雄

　
遠
賀
亮
達

　
加
藤
良
文

　
奥
村
良
徳

　
本
多
慈
昭

　
榎
本
晃
道

　
寺
本
亮
晃

　
高
木
亮
範

　
伊
藤
賢
能

　
岩
田
教
順

修
多
羅
亮
頴

　
松
岡
広
信

中
曽
根
智
彦

　
勝
野
隆
昭

　
関
口
祐
正

千
木
良
文
祐

真
言
宗
智
山
派
　
高
尾
山
薬
王
院

亀砂玉目玉
戸町川黒川

満
願
寺

金
蔵
院

真
福
寺

持
宝
院

東
覚
寺

真
言
宗
智
山
派

　
　
　
正
福
院

　
　
　
竜
泉
寺

　
　
　
　
正
覚
寺

　
　
　
観
蔵
院

　
　
　
　
宝
蓮
寺

阿
部
竜
文

田
中
隆
恵

内
藤
隆
敏

板
橋
宥
成

小
宮
勝
憲

東
部
教
区
泰
口
範
玲

高
神
信
也

寺
内
照
恒

宮
沢
肴
盛

鈴
木
普
善

拾
万
円
　
　
府
中

　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
〃
五
万
円

　
〃〃〃〃〃〃

〃〃〃〃〃〃〃〃

　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
【
神
奈
川
県
仏
教
会
扱
】

九
千
八
百
七
円
横
浜
市

弐
千
円
　
　
横
浜
金
栄
教
会
儲
徒

壱
千
円
　
　
　
〃

　
〃〃

蓮
宝
寺

高
安
寺

東
郷
寺

妙
光
院

普
賢
寺

大
長
寺

安
養
寺

西
蔵
院

信
行
寺

正
光
院

本
願
寺

　
〃
五
千
円

弐
千
円
　
　
　
〃

壱
千
円
　
　
　
〃

壱
万
円
　
　
　
　
　
　
川
崎
市

壱
万
五
千
五
百
五
拾
円
　
　
〃

九
千
六
百
六
拾
円
　
　
　
藤
沢
市

壱
千
円
　
　
藤
沢
市
本
蓮
寺
檀
徒

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

北
川
有
光

菊
地
昌
雄

南
部
光
徹

酒
詰
明
光

小
野
常
正

板
垣
圭
秀

関
口
祐
正

榎
本
隆
成

山
崎
欽
応

堀
口
明
英

成
瀬
隆
純

　
　
　
　
　
　
金
栄
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
幸

　
　
　
　
　
　
　
藤
井
鉄
之
助

　
　
　
　
　
　
　
相
川
　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
永
島
正
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
松
野
義
一

相
模
原
泉
竜
寺
檀
徒
　
砂
越
喜
美

　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
【
滋
賀
県
仏
教
会
扱
】

拾
万
円
　
　
宣
宗
木
辺
派
本
山

　
　
【
京
都
府
仏
教
会
扱

百
万
円
　
　
　
　
　
十

参
拾
万
円
　
栃
木
　
　
近
竜
寺

五
万
円
　
　
滋
賀
　
　
錦
織
寺

小
方
兼
松

藤
田
富
男

　
観
音
寺

　
宗
隆
寺

　
本
蓮
寺

長
沢
ヤ
ス

飯
森
建
造

上
条
達
夫

錦
織
寺

臨
済
宗
妙
心
寺
派
本
山
　
妙
心
寺

松
涛
弘
道

木
辺
宣
慈

一5一
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日
宗
連
よ
り
厚
生
大
臣
あ
て

宗
教
保
育
所
問
題
で
要
望
書

　
　
　
　
　
　
○

　
日
本
宗
教
連
盟
で
は
、
先
に
日
本
宗
教
保
育

協
議
会
よ
り
提
出
の
「
私
立
保
育
所
の
設
置
経

営
主
体
の
社
会
福
祉
法
人
へ
の
移
行
促
進
に
再

考
を
促
が
す
要
望
書
」
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
来
た
が
、
四
月
五
日
、
日
宗
連
よ
り
理
事
長

名
の
添
え
状
を
つ
け
て
、
文
化
庁
宗
務
課
を
通

し
厚
生
大
臣
宛
、
厚
生
省
児
童
家
庭
局
母
子
福

祉
課
へ
、
小
林
寸
延
・
日
本
宗
教
保
育
協
議
会

委
員
長
、
比
留
間
写
生
、
吉
田
仁
六
日
宗
連
事

務
局
長
が
同
行
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
な
お
、
日
宗
連
よ
り
提
出
さ
れ
た
要
望
書
は

次
の
通
り
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
三
月
八
日
開
催
致
し
ま
し
た

財
団
法
入
　
日
本
宗
教
連
盟
理
事
会
に
お
い
て

次
の
件
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

　
昨
年
十
月
二
十
九
日
付
の
東
京
都
民
生
局
長

名
を
も
っ
て
、
私
立
保
育
所
設
置
経
営
主
体
の

社
会
福
祉
法
人
へ
の
移
行
促
進
に
つ
い
て
通
知

が
出
さ
れ
た
件
に
つ
き
、
日
本
宗
教
保
育
事
業

協
議
会
よ
り
、
再
考
を
促
す
要
望
書
が
日
本
宗

教
連
盟
を
経
て
団
体
官
庁
に
提
出
さ
れ
た
い
と

の
書
簡
を
受
取
り
ま
し
た
。

　
当
、
日
本
宗
教
連
盟
理
事
会
に
お
い
て
、
検

討
し
た
結
果
、
信
教
の
自
由
と
宗
教
本
来
の
活

動
か
ら
見
て
、
日
本
宗
教
保
育
協
議
会
よ
り
要

望
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
理
事
会
も
共
に
別
記

の
要
望
書
を
提
出
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
日
本
宗
教
保
育
協
議
会
よ
り
の
要
望

を
是
非
御
受
諾
下
さ
い
ま
す
よ
う
改
め
て
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
宗
教
保
育
事
業
協
議
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長
小
林
臼
田

厚
生
大
臣
小
沢
辰
男
殿

　
私
立
保
育
所
の
設
置
経
営
主
体
の
社
会
福

　
祉
法
人
へ
の
移
行
促
進
に
再
考
を
促
が
す

　
要
望
書

　
こ
の
た
び
東
京
都
民
生
局
長
名
（
昭
和
五
十

二
年
十
月
二
十
九
日
付
、
五
二
民
児
母
第
七
〇

二
号
）
を
も
っ
て
東
京
都
の
個
人
立
と
宗
法
の

保
育
所
に
対
し
、
私
立
保
育
所
の
設
置
経
営
主

体
の
社
会
福
祉
へ
の
移
行
促
進
に
つ
い
て
、
か

な
り
き
び
し
い
表
現
を
も
っ
て
通
知
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
通
知
は
、
公
共
性
、
純
粋
思
及
び
永
続

性
を
確
保
し
て
い
る
の
が
社
福
法
人
で
あ
り
、

そ
の
反
対
に
一
時
的
、
不
安
定
な
施
設
が
、
個

人
宗
法
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
即
ち
次
の
二
点
が
主
な
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

ω
　
個
人
立
と
し
て
設
置
認
可
さ
れ
た
保
育
所

　
に
お
い
て
設
置
者
の
死
亡
等
の
理
田
で
設
置

　
者
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
原

則
と
し
て
新
た
に
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し

　
て
行
な
う
の
で
な
け
れ
ば
保
育
所
を
継
続
し

　
て
経
営
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
　
児
童
福
祉
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に

　
基
づ
く
保
育
所
の
施
設
整
備
に
要
す
る
費
用

　
に
対
す
る
補
助
は
、
社
会
福
祉
法
人
、
日
本

　
赤
十
字
二
又
は
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に

　
よ
り
設
置
さ
れ
た
法
人
の
設
置
す
る
保
育
所

　
に
対
し
て
の
み
行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

　
す
。

　
　
従
っ
て
個
人
及
び
宗
教
法
人
が
設
置
す
る

　
保
育
所
は
施
設
整
備
等
の
補
助
対
象
と
な
り

　
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
二
点
か
ら
都
は
勿
論
厚
生
省
の
方
針

が
、
ま
す
ま
す
法
人
化
へ
の
移
行
を
強
化
し
て

き
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
。
個
人
立

の
場
合
は
一
応
理
解
で
き
る
と
し
て
も
、
宗
法

の
場
合
は
絶
対
承
服
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
国
及
び
都
の
画
一
化
は
、
次
第
に
幼
児

保
育
の
特
色
や
特
殊
性
を
な
く
し
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
個
人
立
に
し
ろ
、
宗
法
に
し
ろ

後
継
者
の
悩
み
は
次
第
に
深
刻
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
経
営
の
永
続
性
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
勿
論
、
補
助
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

す
べ
て
、
物
質
的
な
も
の
だ
け
た
よ
っ
て
施
設

の
恒
久
性
、
安
定
性
を
図
ら
れ
る
考
え
方
に
は

賛
成
し
か
ね
ま
す
。
宗
法
こ
そ
、
む
し
ろ
安
定

性
、
純
粋
性
、
公
開
性
、
永
続
性
が
本
来
か
ら

備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
現
に
最
低
基
準
を

維
持
す
る
た
め
の
設
備
や
施
設
の
改
善
を
積
極

的
に
実
施
し
て
恒
久
性
を
確
保
し
、
特
色
あ
る

高
次
の
人
間
形
成
を
目
指
し
て
地
域
の
要
請
に

こ
た
え
て
い
る
の
が
、
わ
が
宗
教
法
人
の
保
育

施
設
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
境
内
地
の
転
用
に

つ
い
て
有
利
な
条
件
（
社
退
化
し
て
設
備
施
設

の
メ
リ
ッ
ト
）
を
も
っ
て
安
心
す
る
二
枚
看
板

（
宗
法
と
社
福
法
人
の
二
分
化
）
の
保
育
よ
り

あ
く
ま
で
も
宗
法
と
い
う
一
枚
看
板
で
、
名
実

と
も
に
備
わ
っ
た
保
育
の
あ
り
方
こ
そ
が
、
わ

が
宗
法
設
置
者
の
強
い
願
い
で
あ
り
ま
す
。
社

肝
心
に
な
れ
ば
た
し
か
に
災
害
又
は
老
朽
化
の

場
合
の
再
建
費
が
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
た
め
に
、
か
え
っ
て
宗
法
本
来
の
活
動
が

停
滞
し
弱
体
化
し
て
児
童
福
祉
の
理
念
と
、
社

会
福
祉
事
業
を
生
か
す
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
長
時
間
保
育
、
障
害
児
保
育
、
乳
児
適
意
と

母
親
の
労
働
と
専
門
性
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る

と
き
、
か
つ
児
童
福
祉
が
改
め
て
見
直
さ
れ
て

い
る
今
日
に
あ
っ
て
、
次
の
諸
点
を
充
分
O
検

討
、
益
研
究
下
さ
い
ま
し
て
、
宗
教
法
人
の
ま

ま
で
安
心
し
て
続
け
て
行
き
た
い
全
国
保
育
施

設
に
対
し
、
何
分
と
も
、
む
理
解
あ
る
施
策
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

要
望
事
項

一
、
宗
法
立
の
保
育
所
に
対
す
る
公
共
性
　
永

　
続
性
、
純
粋
性
、
安
定
性
の
認
容
。

二
、
個
人
立
と
は
、
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
。

三
、
社
会
福
祉
事
業
法
（
第
二
種
）
と
宗
法
立

　
と
の
位
置
づ
け
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

四
、
・
行
政
指
導
が
各
地
方
に
よ
っ
て
異
な
り
、

　
そ
の
強
、
弱
と
バ
ラ
ツ
キ
指
導
の
誤
り
を
是

正
し
て
も
ら
う
こ
と
。

五
、
層
社
会
福
祉
法
人
に
な
っ
て
も
、
人
事
（
理

　
事
構
成
）
、
土
地
、
建
物
、
事
業
、
活
動
の

　
契
約
、
定
款
を
宗
教
法
人
本
来
の
目
的
、
活

動
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

　
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

一
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加
藤
、
中
村
、
榑
林
の
三
氏
に

仏
教
伝
道
文
化
賞

　
第
十
二
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
（
仏
教
伝
道
協

会
・
宮
本
正
尊
理
事
長
）
の
贈
呈
式
は
、
三
月

二
十
八
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
・
芝
の
仏

教
伝
道
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
、
伝
道
文
化
賞
に
立
正
大

学
教
授
・
中
村
瑞
隆
氏
、
在
家
仏
教
協
会
理
事

長
・
加
藤
十
三
郎
氏
の
二
名
、
功
労
賞
に
駒
沢

大
学
元
総
長
・
榑
林
皓
堂
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

さ
れ
た
。

　
贈
呈
式
は
来
賓
多
数
参
列
の
な
か
で
、
沼
田

恵
範
常
務
理
事
の
礼
拝
、
久
保
田
正
文
顧
問
の

三
帰
依
文
の
あ
と
、
佐
藤
密
雄
選
定
委
員
長
よ

り
選
定
委
員
会
の
審
査
状
況
報
告
が
あ
り
、
宮

本
正
尊
理
事
長
か
ら
各
受
賞
者
に
賞
状
・
記
念

品
が
三
氏
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
榑
林
皓
堂
氏
の
受
賞
に
た
い
し
て

宮
本
理
事
長
、
加
藤
辮
三
郎
氏
に
は
竹
村
吉
右

衛
門
氏
、
中
村
瑞
隆
氏
に
は
中
村
元
先
生
が
そ

れ
ぞ
れ
賛
辞
を
述
べ
た
あ
と
　
披
露
の
宴
が
も

た
れ
た
。中
国
仏
教
協
会
の

友
好
代
表
団
訪
日

　
中
国
仏
教
協
会
責
任
者
の
鎖
題
初
師
を
団
長

と
す
る
「
中
国
仏
教
協
会
訪
日
友
好
代
表
団
」

一
行
十
二
名
が
、
日
本
と
の
仏
教
友
好
交
流
の

た
め
四
月
十
日
に
来
日
し
た
。

　
一
行
の
来
日
は
、
日
中
国
交
回
復
以
来
、
仏

教
界
と
し
て
は
初
め
て
の
代
表
団
訪
日
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
行
は
二
十
九
日
ま
で
、

関
東
、
関
西
の
諸
本
山
や
諸
団
体
と
交
流
し
懇

談
す
る
が
、
ま
ず
十
一
日
に
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
東
京
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
、

仏
教
関
係
者
多
数
と
懇
談
し
た
。

故
長
田
恒
雄
詩
集
刊
行

　
詩
人
と
し
て
独
特
の
作
風
を
も
ち
、
仏
門
の

出
身
者
と
し
て
、
仏
教
詩
・
信
仰
詩
と
し
て
多

く
の
遺
作
を
残
さ
れ
て
お
ら
れ
る
長
田
恒
雄
さ

ん
、
三
月
に
一
周
忌
を
迎
え
そ
の
詩
作
を
仏
教

諸
団
の
む
協
力
に
よ
り
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
発
行
所
は
長
田
恒
雄
詩
集
刊
行
会
、
東
京
都

千
代
田
区
大
手
町
一
「
六
」
一
、
在
家
仏
教
協

会
気
付
で
、
限
定
五
百
部
に
て
、
詩
集
「
倶
会

一
処
」
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
同

会
宛
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
会
員
販
布
送
料

と
も
一
部
一
六
〇
〇
円
。

跳
1
1
甑
器
旧
聞
“
1
1
1
1
器
艶
“
1
1
輩
器
翻
1
1
1
1
斐
輩
1
1
1
1
日
雀
1
1
1
1
”
器
量
1
1
皿
叢
“
認
1
1
1
1
扇
田
器
1
1
1
1
器
”
圭
“
1
1
1
1
訴
四
聖
一
1
1
1
四
隅
＝
1
1
ー
ー
難
煙
毒
1
1
”
垂
駕
1
1
1
1
難
難
罰
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仏
教
電
話
質
問

　
混
迷
す
る
社
会
に
あ
っ

て
、
若
者
の
自
殺
老
人
の

孤
独
な
ど
問
題
は
多
い
。

こ
う
し
た
中
で
数
年
前
よ

り
、
文
明
の
利
器
で
あ
る

手
近
な
電
話
で
対
話
し
相

談
に
の
る
「
仏
教
電
話
相

談
室
」
、
「
い
の
ち
の
電

話
」
　
「
テ
レ
フ
ォ
ン
説

教
」
な
ど
が
寺
院
で
行
な

わ
れ
好
評
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　
全
日
仏
事
務
総
局
の
中
に
も
「
電
話
相
談

室
」
を
つ
く
れ
と
の
声
も
あ
る
。
た
だ
現
在

の
体
制
等
で
は
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
”
仏
教
質
問
”

は
非
常
に
多
い
こ
と
も
た
し
か
で
、
時
に
頭

を
か
か
え
、
あ
わ
て
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

ら
を
大
別
し
て
み
る
と
、
案
内
型
が
一
番
多

く
、
次
い
で
仏
事
百
般
型
、
事
情
調
査
型
な

ど
で
あ
る
。

　
①
寺
院
案
内
型
　
と
に
か
く
観
光
案
内
所

の
よ
う
な
も
の
で
、
花
で
有
名
な
寺
は
？

精
進
料
理
を
食
べ
ら
れ
る
寺
は
？
　
知
恩
院

の
電
話
番
号
は
？
　
高
野
山
は
泊
め
て
も
ら

え
る
か
？
な
ど
毎
日
ベ
ル
が
鳴
る
。

　
②
仏
事
百
般
型
　
お
葬
式
の
相
場
は
？

お
線
香
は
講
本
あ
げ
る
の
か
？
　
本
山
へ
の

分
骨
は
？
何
回
忌
ま
で
や
る
の
か
？
　
お

経
を
習
い
た
い
が
？
な
ど
こ
れ
も
数
多
い
。

　
③
事
情
調
査
型
　
宗
派
の
数
は
？
　
檀
信

徒
の
数
は
？
な
ど
む
ず
か
し
い
。

　
そ
の
他
に
、
棚
経
に
学
生
し
か
こ
な
い
！

寝
た
き
り
老
人
の
話
し
相
手
を
！
な
ど
の
苦

情
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
　
　
（
N
）
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21世紀におくる仏陀のメッセージ

　　　第12回世界仏教徒会議

坙{大会を成功させよう

昭和53年10月1日→6日
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◇
掲
◇
示
◇
板
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和
歌
山
県
仏
人
事

▼
和
歌
山
県
仏
教
会
は
池
田
泰
道
会
長
の
遷
化

に
よ
り
、
後
任
会
長
に
前
田
孝
道
師
を
選
出
し

た
。
副
会
長
は
留
任
。
連
絡
は
和
歌
山
市
紀
三

井
寺
一
二
〇
一
・
紀
三
井
寺
内

　
　
建
長
寺
派
人
事

▼
臨
済
宗
建
長
寺
派
で
は
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
宗
務
総
長
に
本
場
大
亀
師
を
選
出
決
定
し

た
。
　
　
築
地
本
願
寺
輪
番
交
代
式

▼
築
地
本
願
寺
で
は
藤
岡
義
昭
輪
番
に
か
わ
り

新
し
く
芝
原
郷
音
師
が
輪
番
に
就
任
。
そ
の
交

代
式
が
本
堂
で
行
な
わ
れ
、
全
日
仏
よ
り
鱒
渕

事
務
総
長
が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
　
鶴
見
総
持
寺
晋
山
式

▼
曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
で
は
、
四
月
十
日
午

前
九
時
よ
り
乙
川
礎
映
新
貫
首
の
晋
山
式
を
執

行
し
た
。

　
　
鬼
原
素
俊
氏
逝
去

▼
画
家
の
鬼
原
素
俊
先
生
は
三
月
十
六
日
心
筋

梗
塞
で
逝
去
。
七
十
五
歳
。
今
秋
の
W
F
B
日

本
大
会
に
は
協
賛
事
業
と
し
て
、
三
越
本
店
で

「
大
会
記
念
仏
画
展
」
を
開
く
こ
と
が
決
定
し

て
い
た
だ
け
に
逝
去
が
惜
し
ま
れ
る
。
先
生
の

作
品
は
、
川
崎
大
師
等
に
も
数
多
く
奉
納
さ
れ

て
い
る
ρ…

事
務
総
局
録
事
（
四
月
）
…

六
日
　
新
間
信
雄
師
本
葬
参
列

　
　
局
内
会
議

昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号
　
　
一
ご
八

十
一
日

十
七
日

　
十
八
日

二
十
六
日

中
華
人
一
一
和
国
代
表
歓
迎
会

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

文
化
会
議
運
営
委
員
会

覇
R
a
劇
麹
局
鍮
幽
門
罵
）
，
一

　
三
日
会
議
委
員
会

　
　
　
　
広
報
委
員
会

　
　
　
　
W
F
B
Y
事
務
局
会
議

　
四
日
特
別
救
援
委
員
会

　
　
　
　
式
典
委
員
会

　
五
日
静
岡
県
仏
へ

　
六
日
　
局
内
会
議

　
七
日
全
日
仏
婦
と
打
ち
せ
合

　
十
日
仏
教
英
語
研
究
会

十
一
日
　
特
別
救
援
委
員
会

十
二
日
　
正
副
委
員
長
会
議

　
　
　
　
栃
木
県
仏
へ

　
　
　
　
鳴
門
市
仏
へ

十
三
日
高
野
山
へ

　
　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

十
五
日
川
崎
大
師
へ

　
　
　
　
記
念
事
業
委
員
会

十
七
日
仏
教
英
語
研
究
会

　
十
八
日
　
局
内
会
議

　
二
十
日
　
英
文
ニ
ュ
ー
ス
編
集
委
員
会

二
十
一
日
埼
玉
県
仏
へ

　
　
　
　
京
都
府
仏
へ

二
十
四
日
　
実
行
副
委
員
長
会
議

　
　
　
　
式
典
小
委
員
会

　
　
　
　
接
待
委
員
会

二
十
七
日
仏
教
英
語
研
究
会

二
十
九
日
　
記
念
出
版
打
ち
合
せ

発
行
人

どの寺も一冊を

一住職さんの基礎知識一

一注文は直接ハガキで

◎
好
評
発
売
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
目
次
の
一
例
1

奇寺の会計
著者　公認会計士　宮村久治

定価2800円　送料200円

一、

ｨ
寺
に
会
計
は
な
ぜ
必
要
か

一
、
お
寺
の
運
営
と
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
隊
，

一
、
お
寺
の
税
金

一
、
帳
簿
と
記
入
の
仕
方

一、

¥
算
表
の
作
り
方

◎
問
答
五
六
項
目

　
税
金
に
ど
ん
な
特
典
が
あ
る
か

　
住
職
に
関
係
あ
る
税
金

　
源
泉
徴
収
に
つ
い
て

　
そ
の
他
、
五
三
項
目

寺
の
法
律
　
　
　
〒
共
三
七
・
・
円

墓
地
問
題
の
総
編
〒
共
三
…
円

－
施
本
檀
家
の
心
得
（
本
を
注
文
の
方
に
見
本
贈
呈
）

世
話
人
用
寺
の
役
員
心
得
〒
共
一
二
・
・
円

田
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
一
六
一
＝
二

〒　　

@　

@
創
作
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
E
L
O
三
（
三
七
〇
）
八
三
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
　
東
京
一
一
七
一
五
二
四

醐
正
浩
　
発
行
所
財
団
法
人
全

日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
・
夢
　
　
」

東
京

台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）
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